
第 2 章 自 然 と 人 間 と の 共生 の確保

本県 は 、 豊 か な 自 然 と 多様 な 生態系 に 恵 ま れて お り 、 美 し い 景観 を 有 し て

い る が 、 都市部 を 中 心 に 身近 な 自 然や 生物 の 生息空 間 が減少す る 一方 、 農 山

村で は森林の適正 な 管理が困難化 し て お り 、 森林 、 農地が持つ水源か ん養機

能 や大気浄化機能 な どの 環境保全能力 の確保 と 回復が課題で あ る 。 こ の た め 、

人 と 自 然 の健全 な ふ れ あ い が確保で き る よ う 、 貴重 な 自 然 と 身近 な 自 然 の保

全 、 こ れ ら を 通 じ た 生物多様性の保全 を 図 る と と も に 、 自 然環境 を 基盤 と し

た 食糧 木材等 の持続的 な 生産活動 を 通 じ て 環境の 恵沢 を 確保す る

第 1 節 森林 、 農地 、 水辺等 の持つ環境保全機能 の確保

1 森林の 環境保全機能 の確保

( 1 ) 水源 か ん養保安林等の森林整備

緑化奨励事業 (再掲 ) ｣

膝林文化推進事湖

森林の め ぐ み に つ い て 広 く 一般 に P R す る と と も に 、 森 の 産物 を 利 用 し た技術

･ 知識 の伝承者 と し て 活躍す る ｢森 の 達人 ｣ の 養成 ( 7 回 、 延 8 7名参加 ) や 小

学生 の 親子 を 中 心 と し て 森林の体験学習 ( 2 回 延9 5名 参加 ) を 行 っ た

保安林整備事荊

保安林整備計画 に 基づ き 、 保安林の適正 な 配置 を 図 り つ つ そ の機能保持 と 質

的 向上 を 図 る た め 適正 な 管理 を 行 っ た 。

睦 っ と り の森県土保全緊急間伐実施事荊

森林所有者 に対 し て 間伐 の必要性 を P R し 啓発 を 図 っ た 。 ま た 、 森林が有 し て

い る 水源 か ん養や 山 地災害 防止 と い う 県土保全機能 を 確保す る 観点 か ら 、 国庫補

助対象事業外森林の う ち 下流域への影響が危惧 さ れ る 森林 に つ い て 緊急 に 間

伐 枝打 ち を 実施 し た 。

( 2 ) 多様 な 森林の保全

瞳林事荊

人工林の適正 な 整備 に加 え 、 複層 林の 造成 、 天然林施業等 の 多様 な 森林造成 を

計画 的 、 効果 的 に 推進す る た め 造林事業 を 実施 し 森林資源 の 整備 を 図 っ た

胎山事園

森林の維持造成 を 通 じ て 山 地 に 起 因 す る 災害 か ら 国民 の 生命 ･ 財産 を 保全 し 、

水資源 の か ん養 、 生活環境 の保全 、 形成 を 図 っ た 事業実施箇所 1 5地 区 6 6か所
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『

膝林保全管理事翔

森林の保全の推進 に 資す る た め 森林保全推進員 森林保全巡視指導員 及 び山

地防災ヘ ルパ ー を 配 し 保安林の 管理 、 林野火災の 防止及び山 地災害 の情報収集 、

提供等 を 図 っ た

2 農地 の 環境保全機能 の確保

( 1 ) 農地 の保全及 び農業用水路 、 た め 池 の 整備

園 田地域緊急総合整備事業

棚 田 地域 に お い て 、 集落の創意工夫 に よ り 営農 を 継続 し な が ら 、 村づ く り に 取

り 組 も う と す る 集落 を 対象 に 緊急 に き め 細 か く 対応 し た 整備 を 総合的 に行 い 集

落 の 活性化 を 図 っ た ･

陣 山 間地域総合整備事園I
巧
主
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l 自 然 的 、 経済的 、 社会的 に 恵 ま れ な い 中 山 間地域 に お い て 、 そ れぞれ の 地域 の
l 実情こ 沿 っ た 農業 の展 開 方法 を 探 り 、 農業生産基盤 と 農村生活環境基盤 を 総合的

= に 整備 し 、 活性化 を 図 る と と も に 地域 に お け る 定住化の促進 、 国土 、 環境 の保
全 を 図 っ た 。

騙 る さ と 農地保全組織育成支援事粥川

中 山 間 地域 の 農地保全体制 の確立 を 図 る た め 、 市 町村が主体 と な っ た公的 な 農

地保全組織の運営基盤 を 強化す る た め の支援 を 行 っ た 。

I中 山 間ふ る さ と 農村活性化事捌

　 　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
通 じ て 地域全体の 整備保全 を 推進 し た

( 2 ) 環境 に や さ し い 農業 の推進

農薬適正使用推進対策事業

農薬 の販売業者の 立入検査 に よ り 適正 な 農薬 の保管管理 と 流通秩序 の維持 を

図 っ た 。

1 と っ と り 農業 ク リ ー ン プ ラ ン 2 1実践モ デル事業

環境 に や さ し い 農業推進 の た め 、 技術研修活動 、 交流 販売促進活動 実践 ほ

場設置 ( 病害虫発生予察 、 新資材活用等 ) を 行 っ た

3 都市地域の 自 然環境の確保

姉勢総合運動公園整備事荊

展望台 、 駐車場 、 修景施設 (植栽 ) の 整備 を 行 っ た
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原郷湖羽合臨海公園整備事痢

長和 田 地区 (湖 畔部 の 自 然環境ふ れ あ い エ リ ア ) の 用 地買収 、 敷地造成 を 行 っ

た

4 水辺 ( 河 川 渓流 、 砂浜 、 沿岸域等 ) の 環境の保全

( 1 ) 多 自 然型川 づ く り 、 ふ る さ と の 川 づ く り

後 自 然型川づ く り l

河 川 に 生息す る 生物 の 生息環境 を 守 る た め 、 魚巣 ブ ロ ッ ク 、 寄石 、 ホ タ ル護岸

な ど を 整備す る と と も に 、 落差工 に 魚道 を 設置す る な ど の 整備 を し た

実施箇所 砂見川 ( 鳥取市 ) 天井川 ( 淀江町 ) 等

lふ る さ と の川 づ く り 1

旧 袋川 に お い て 。護岸工 、 由 良 川 に お い て 県道橋及 び護岸工 を ま ち づ く り と 一体

と な っ た 良好 な水辺空 間 の 整備 の 考 え 方 で施工 し た 。

l団体営水環境整備事荊

農業水利施設 の保全 ･ 管理又 は 整備 と 一体的 に 、 施 設 の有す る 水辺空 間 を 活用

し た快適 な 生活環境 の 整備 を 団体営事業 と し て 実施す る も の に対 し 助成 し た

事業実施地区 : 3 地 区

県営た め池等整備事翼

農用 地及 び農業用 施 設等 の 災害 を 未然 に 防止す る た め た め 池 、 頭首工 、 水路

等 の 整備補強 を 行 っ た 。

事業実施地 区 : 1 0地 区

( 2 ) 海岸侵食の 防止

海岸保全事業 (局部改良) I

海浜部 に 護岸 、 突堤 、 離岸堤 、 人工 リ ー フ 等 を 施工 し 波浪等 に よ る 海岸 の侵

食 を 防止 し た 。

平成 1 0年度事業箇所 西坪海岸

梅岸侵食対策事園

海岸 の侵食 を 防止す る と と も に 良好 な砂浜 、 沿岸域 の 環境 に 配慮 し て 整備

を 行 っ た 。

平成 1 0年度事業箇所 : 福 部海岸

国土保全 と 調和 の と れ た 親水性の あ る 海岸空 間 を 創 出 す る た め 赤碕港で離

岸堤 の 整備 を 促進 し た 。

漁港海岸 の侵食 を 防止 し 、 背後地 に居住す る 住民 の 生命 ･ 財産 の保護 を 図 っ

た 平成 1 0年度事業箇所 . 泊 漁港 、 羽合漁港 、 平 田 漁港 (大 山 町 )
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( 3 ) 沿岸域の保全

梅岸環境整備事荊

国土保全 と 調和 の と れ た 親水性 の あ る 海岸空 間 を 創 出 す る た め 鳥取港で離

岸堤 の 整備 を 促進 し た 。

漁港環境の 整備 を 図 る た め 、 植栽 、 休憩所 、 運動施設等 の 整備等 を 行 っ た

平成 1 0年度事業箇所 : 網代漁港

海岸 の浸食 を 防止す る と と も に 、 良好 な 砂浜 、 沿岸域 の 環境 と そ こ に 生息す

る 野生生物 の保全 に努 め 、 憩 い の場 と し て ふ さ わ し い 海浜 と し て 整備 し た

平成 1 0年度事業箇所 北条海岸 、 大栄海岸

第 2 節 多様 な 自 然環境 の保全 と 生物多様性の確保

1 ｢貴重 な 自 然 ｣ と ｢ 身 近 な 自 然 ｣ の 保全

( 1 ) 貴重 な 自 然 の保全

ァ 国立公園 、 国定公園 、 県立 自 然公園等の保全 整備

鳥取県 の 自 然公園 の現況 は 、 次の と お り で あ る 。

表 2 - 9 鳥即甦県の自然公園 (?敏或を含ま ない)

区分
公園名 指 定

年月 日

全面積 県内

面積

特別地域

牙拐鵬 撓地区 第 1 種 第 2 種 第 3 種 特別丸域。t

普通

地域

関係市町村

国立
大山隠岐

国立公園

昭和

1 1 2 . 1

3 8 4 1 0

拡大

ha

3 1 , 9 27

ha

1 3 53 1

ha

1 , 24 2

ha

3 , 4 39

ha

2 54 2

ha

2 , 6 7 7

ha

9 , 900

ha

3 , 6 3 1

大 山 、 溝口 、

江府 、 岸本 、

関全 、 東伯 、

赤碕 、 名和 、

中 山

山陰海岸

国立公園

38 . 7 1 5 8 784 1 5 1 7 1 5 1 20 1 2 54 5 5 1 , 4 80 3 7 鳥取 、 福部 、

岩美

小 。十 40 , 7 1 1 1 5 , 048 1 3 93 3 459 3 , 796 2 , 73 2 1 1 , 3 80 3 , 6 68

国定
比婆道後帝釈

国定公園

38 . 7 24 7 , 808 1 , 437 2 2 834 58 1 1 ザ437 日 南

氷 ノ 山後山郡

岐山国定公園

44 . 4 1 0

58 2 . 9

拡大

48 , 803 8 , 5 79 20 1 806 1 , 2 1 6 6 3 56 8 , 5 79

岩美 、 国府 、

八東 、 郡家 、

若桜 、 智頭 、

用 頼 、 佐治 、

三朝

小 。十
｣

56 6 1 1 1 0 0 1 6 20 1 828 2 050 6 , 9 3 7 1 0 , 0 1 6
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表 2 - 9 のつづ き

区分
公園名 指 定

年月 日

全面積 県内

面積

特別地域

制服護地区 第 1 種 第 2 種 第 3 種 特別地域。f

普通

地域

関係市町村

県立

奥 日 野県立

自 然公園

39 . 6 . 1

H6 . 1 2 . 1

拡大

4 , 823 4 , 8 2 3 82 789 87 1 3 , 9 52 日 野 、 日 南

三朝東郷湖

県立 自 然公園

29 ‐ 4 ‐ 1

3 9 . 6 . 1

拡大

H6 . 1 2 . 1

一部削除

15 , 067 1 5 , 06 7 1 38 329 1 94 66 1 14 , 4 06 倉吉 、 三朝 、

東郷 、 羽合

西因幡県立

自 然公園

59 5 . 8

62 . 4 . 2 8

拡大

2 , 1 5 5 2 , 1 5 5 68 40 1 08 2 , 047 気高 、 青谷、

鹿野

小 口十 22 , 045 22 , 04 5 1 38 479 1 , 02 3 1 , 640 20 , 4 05

。十 1 1 9 , 3 6 7 47 , 1 0 9 1 , 5 94 4 , 4 2 5 6 , 3 25 1 0 , 6 9 2 23 , 03 6 24 , 073 公 園 面積 = 県土

面積の 1 3 . 5 %

1鳥取砂丘景観保全事荊

新 た に 策定 し た ｢ 鳥取砂丘景観保全事業計画 ｣ ( 平成 1 0 ~ 1 2年度 ) に 基づ き 除

草作業等 の景観保全対策 に係 る 調査研究 を 実施 し た 。 平成 1 0年度 は 環境庁 ･ 県 ･

鳥取市 ･ 福部村で構成す る ｢鳥取砂丘景観保全協議会｣ が主体 と な っ て 除草 、 除

間伐 を 26 . 6ha実施す る と と も に 風向 風速調査 、 ボ ー リ ン グ 調査等 に よ る 地形

地質 調査等 を 実施 し た 。

鳥取県名木100選選定事翔

｢ と っ と り の 名 木 1 0 0選 ｣ と し て 選定 さ れ た樹木 に つ い て 樹木医等専 門 家 に

よ る 樹勢診断等 を 行 っ て 衰退木の保全 を 図 っ た

イ l自 然環境保全地域の指翹

本県 の 良好 な 自 然環境 を 保全す る た め 、 鳥取県 自 然環境保全条例 に 基づ き 現

在 ま で に 1 2 の 地域 を 県 自 然環境保全地域 と し て 指定 し た

平成 1 0年度新規指定箇所 鹿野河内

( 2 ) 身 近 な 自 然 の保全

陰共事業 に お け る 生物生息空間整備検討事迩

公共事業 に お け る 生物生息空 間 の 整備 の モ デル事業 を 行 う に あ た り 、 生物生息

空 間整備検討委員 会 を 設置 し 、 4 回 の委員 会 を 開催 し 、 以下 の検討 を 行 っ た

①モ デル事業 を 実施す る 上で の 調査項 目 等 の 整理 ･ 検討

②モ デ ル事業 の事業規模 、 事業適地及 び事業手法の検討
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2 生物多様性の確保 と 野生動植物 の保護管理

( 1 ) 野生生物 の保護 、 野生生物生息実態 調査の 実施

回遊ネ ッ ト ワ ー ク 形成事溝

県道鳥取国府岩美線の 十王峠 ( 岩美 町 ) に お い て 小動物が落 ち て も 安全 な ス

ロ ー プ付 き の 溝 の 整備 を 進 め た

l自 然環境保全基礎調査事荊

本県 の 自 然環境 に 係 る 基礎的 な 情報 を 収集す る こ と を 目 的 と し て 、 ｢ 自 然環境

保全法 ｣ に 基づ く ｢ 自 然環境保全基礎調査｣ を 環境庁 の委託 に よ り 昭和 48年度 か

ら 実施 し て い る 。 平成 1 0年度 は 生物多様性調査 (種 の 多様性調査 ) 特定植物群

落調査 、 河川 調査及び海機動物 ( ウ ミ ガ メ ) 調査 を 行 っ た

野生生物生息実態調査事荊

県下 に お い て 減少 ･ 希少化 し つ つ あ る 野生生物 の特定 と そ の分布状況等 を 把握

す る た め 、 野生生物 の 生息実態 調査 (植物 ) に 着手 し た
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( 2 ) L鳥獣保護区の設定、 保護 ･ 管理の推遭

鳥獣保養員 3 9名 の 配置 、 鳥獣保養 区 の 鳥獣の 生息調査 、 狩猟免許 。式験 、 国設鳥

獣保 。養 区 の 管理 、 愛 鳥週 間 コ ン ク ー ル 、 愛 鳥 モ デル校の育成等 を 実施 し た 。

〔重点 プ ロ ジ ェ ク ト 3 ｢多様な 自 然 と 人間 と の共生｣ 指標か ら み た進捗状況〕

県 の 自 然環境保全地域の指定 に つ い て は 貴重 な 自 然 の 保全 を 図 る 観点 か ら

今後 も 着実 に進 め て い く 必要があ る 。

県 自然環境保全地域数
※ 県 自 然環境保全地域 ･ ･ 原 生 的 な 森林 な ど優

れ た 自 然 環境 を 維持形成 し て い る 区 域 に つ い

て 、 県 が ｢ 自 然 環境保全条例 ｣ に 基づ き 指定

す る 地域

20

1 5 1 5

= 1 2
1 0

平成9年度 平成22年度平成 1 0年度
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第 3 章 快適 な 環境 の保全 と 創造

都市部 に お い て は水辺環境や緑 、 ゆ と り と 快適性が失 わ れ 、 農 山村部 で も

豊 か な 自 然 の 荒廃や ふ れ あ い の 減少が起 き て い る た め 、 自 然 と 人 間 と の 共生

を 基本 に 、 よ り 暮 ら し に 身 近 な 生活環境 を 中 心 に 、 自 然 と 調和 し た 生活空 間

と 美 し い 景観及 び こ れ ら と 一体の歴史的 ･ 文化 的環境 を 保全 し つ つ 地域の特

性 に あ っ た快適 な 環境 を 創造す る 必要があ る 地域 に お け る 人 と 自 然 の 豊か

な ふ れ あ い や都市 と 農村 の 交流 を 図 る 。

第 1 節 自 然環境 と 調和 し た 生活空 間 の創造

1 親 し み や す い水環境の保全 と 創造

( 1 ) 親水空 間 の 整備

惨 自 然型川づ く り (再掲 ) -

鹸 る さ と の川 づ く り (再掲 ) I

1団体営水環境整備事業 (再掲 ) -

県営た め池等整備事業 (再掲 ) I

睡岸保全事業 (局部改良) (再掲 ) I

悔岸侵食対策事業 (再掲 ) -

隆岸環境整備事業 (再掲 ) I

( 2 ) 名 水 、 快適海水浴場の整備等 の推進

性活排水対策推進事荊

鳥取県水環境保全市 町村連絡協議会主催の ｢第 1 2 回 名水保全の 集 い ｣ ( 平成 1 0

年 9 月 3 日 国府 町 中 央公民館で 開催 ) に 協賛 し た

睡水浴場整備促進指導事荊

海水浴場 を 水難事故の な い快適で健全 な レ ク リ エ ー シ ョ ン の 場 と す る た め 施

設等 の 点検指導 を 実施 し た 。 ( 平成 1 0年 7 月 1 3 ~ 1 6 日 )

2 豊 か で多様 な 緑の保全 と 創造

( 1 ) 全県公園化 の推進

塗県公園化推進事業費1

全県公園化推進員 を 設置 し 、 研修 、 地域交流会 、 活動助成 を 通 じ て 推進員 の

活動 を 支援 し た 。

市 町村 の公園 化 を 推進す る 施設 設備 の 整備 に 対 し て 助成 し た ( 8 市 町 )
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怖勢総合運動公園整備事業 (再掲 ) ｣

園鬮胡羽合臨海公園整備事業 (再掲 ) ｣

lフ ラ ワ ー パ ー ク 整備推進事溝

l と っ と り 出合い の森整備推進事荊

( 第 3 章第 2 節 の 1 ( 1 ) を 参照 )

　

( 2 ) 地域 の緑化の推進

隧化奨励事業 (再掲 )｣

撞港港湾環境整備事業 (緑地川

竹内地 区 で夢 み な と タ ワ ー と 一体的 な 公園 と し て 利 用 さ れ る 緑地整備 の促進 を

、き
図 っ た 。

I鳥取港港湾環境整備事業 (緑地 ) ｣

快適 で潤 い の あ る 緑地空 間 の創造 と 災害時の避難場所の確保の た め 緑地整

備 を 促進 し た

( 3 ) 自 然 ･ 緑 の ネ ッ ト ワ ー ク 化 の推進

快適森林空間整備事剰

｢ と っ と り 夢発見 ル ー ト ｣ や ｢景観形成地域｣ に あ た る 国道 、 県道等 の 沿線の

森林 を 整備 し 、 快適 で優れ た森林空 間 を 創 出 す る こ と に よ り 景観整備 の促進 を 図

っ た 平成 1 0年度事業実施箇所 6 地 区

3 良好 な 景観の保全 と 創造

( 1 ) 景観形成 の 総合的推進

景観形成の促遭

ア 公共事業 の 景観形成

( 1 ) 各 ブ ロ ッ ク 5 箇所 に設置 し た公共事業景観形成検討会の 開催

( 2 ) 景観 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 研修の 実施

( 3 ) 公共事業 の 3 次元景観 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン デ ー タ の 作成

イ 景観 ア ド バ イ ザ ー を 設置 し 景観形成 の推進 に つ い て 専 門 的視点 か ら の 助

言 を 受 け た 。

ウ 景観大賞 を 募集 し 1 2 3件 の 応募があ り 県立農業大学校が大賞 を 受賞 し

た 。

エ 大 山 景観形成地域及 び沿道海浜景観形成地域の景観阻害物件の撤去 修景

等 を 推進 し た 。

オ 審査 指導
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鳥取県景観形成条例 に 基づ く 特定行為及 び大規模行為 の届 出 に 対す る 審査

指導 を 行 っ た 。

力 景観形成巡視員

景観形成巡視員 を 設置 し 、 特定行為 及 び大規模行為 の 確認や無届行為発見

の た め の 巡視活動 を 行 っ た 。

表 2‐ 1 0 大規模行為 の届 け 出 指導状況

区 分 建設物 の 漸 増

蝶 、 移動及 び

外観の 変更

工作物 の 新 増

改築 、 移動 及 び

外観の 変更

物 品 の 収

蔵又 は 貯

蔵

鉱物 の採

掘又 は 土

石 の採取

土地 の 区

画形質 の

変更

合計

平成 8 年度 届 出 件数 8 5 2 9 3 1 4 1 6 1 4 7

う ち 指導件数 1 1 4 O O O 1 5

平成 9 年 度 届 出 件数 72 2 7 2 2 0 3 1 2 4

う ち 指導件数 1 2 9 O 1 1 2 3

平成 l o年度 届 出 f檄 7 0 2 6 2 1 4 5 1 1 7

う ち 指導件数 3 5 O O 1 9

表 2‐ 1 1 特定行為 の届 出指導状況

区 分 建設物 の新 増

改築 、 移動 及 び

外観の 変更

工作物 の薪 増

改築 、 移数及 び

外観の 変更

木竹 の 伐

採

物 品 の 収

蔵又 は貯

蔵

鉱物 の採

掘又 は 土

石 の採取

土地の 区画

形質 の変更 合計

平成 8 年度 跡鰯 47 O 1 5 O 7 3 7 2

う ち 指導件数 O O 1 O 1 1 3

平成 9 年 度 届 出 件数 6 2 O 1 7 O 3 4 8 6

う ち 指導件数 2 O O O O O 2

平成 1 0年 度 届 出 件数 3 0 1I- 8 1 3 1 4 4

う ち 指導件数 O O O 1 O O 1

( 2 ) 良好 な 都市 ･ 自 然 ･ 農 山 村景観の保全 と 創造

曲勢総合運動公園整備事業 (再掲 ) ｣

陳郷湖羽合臨海公園整備事業 (再掲 ) l

屋外広告物対策事園

良好 な 都市景観の形成 自 然景観の 保全 を 図 る た め 屋外広告物 の 一斉 調査 を

行 っ た 。

船道修景事荊

国道 1 8 0号 ( 米子市 米子 コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー 周 辺 ) の 環境 を 整備 し た
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踵線共同溝整備事翹

国 道 1 8 0号 、 県 道皆生西原線 ( 米子市 ) 県道倉吉青谷線 (倉吉市 ) 等 で 電線
類 の 地 中 化 を 行 っ た 。

医規模 自 転車道整備事業

環境 に や さ し い 自 転車 の 利 用 を 促進す る た め 県道赤碕東郷 自 転車道線の 整備
を 進 め た

( 3 ) 環境美化運動 の推進

陸境美化対策推進事業 (再掲 ) ｣

声
( 4 ) 歴 史 的 ･ 文化 的環境 の保存 と 整備

u癩覊墾民俗文化財保存伝承支援事刹

県指定無形民俗文化財 に つ い て 、 そ の 保存伝承 を 支援す る た め 用 具 、 衣装等
の新調 修理費 に対す る 助 成 を 行 っ た

〔重点 プ ロ ジ ェ ク ト 4 ｢快適 な市街地づ く り ｣ 指標 か ら み た進捗状況〕
県民一人当 た り 公園面積 、 電線地 中 化延長 、 道路緑化率 と い う 快適空 間 の創 出

の た め に 必要 な 基盤整備 は 着実 に 進 ん で い る 。

電線地中化延長 (km )県民一人当たり公園面積 ( nf )
60

5 0 50

40 34 .79
30

20

1 0

3 0

26

2 5

20

1 5 1 3 1
1 0 9

1 0

5

平成9年度 平成 1 5年度
平成1 0年度平成9年度 平成22年度平成1 0年度

9 9 3 " 2 ※ 県民一 人当 た り 公 園 面積 ･ 者区市公 園 、

県立公園 、 市 町村立公園 、

自 然公 園 利 用 施 設 、 農村公園等 の 面積

0 平成1 7年度平成9年度
平成 1 0年度
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第 2 節 人 と 自 然 と の ふ れ あ い の確保

1 人 と 自 然 と の ふ れ あ い の推進

( 1 ) 自 然公園 、 自 然観察園 、 野営場 、 オ ー ト キ ャ ン プ場等 の 整備

I鳥取砂丘 こ ど も の 国整備事業

県 内 の 家族連れや小学生等が 、 自 然 と の ふ れ あ い や遊 び を 通 じ て憩 い 楽 し め る

場 を 提供す る た め 、 鳥取砂丘 こ ど も の 国 の 整備工事 に 着手 し た

( 整備期 間平成 1 0 ~ 1 1 年度 )

ゼ ラ ワ ー パ ー ク 整備推進事業

鳥取県立 と っ と り 花 回廊 を 整備 し た

1と っ と り 出合い の森整備推進事園

人 々 が気楽 に森林 と ふ れ あ い 幅広 く 利用 で き る 森林公園 ｢ と っ と り 出 合 い の

森｣ を 整備 し た 。

幹 れあ い牧場整備事業

大山放牧場の ふ れ あ い 牧場整備 の 一環 と し て 畜産資料展示施設の 展示設計 と

体験交流施設の整備 を 行 っ た 。

詠 ノ 山 自 然ふ れあ い の里整備事園

氷 ノ 山 後 山 那岐山 国定公園 に 自 然保護学習 及 び 自 然志向型 の 野外 レ ク リ エ ー シ

ョ ン の 拠点 と し て 、 自 然ふ れ あ い館 キ ャ ン プ場等 の 整備 を 行 っ た

順 然公園等利用施設整備事園

自 然公園利 用 者 の安全 と 利便の 向上 を 図 る た め 野営場 自 然歩道等 の 整備 を

行 っ た 。

遊歩道の整鋼

と っ と り 出 合い の森散策路等 の 整備 を 行 っ た

( 2 ) ふ れ あ い の機会 の 充実

1自 然保護思想普及啓発事業 ( 自 然観察会等 ) ｣

大 山 及 び山 陰海岸等 の 地形 地質 動植物等 に つ い て 現地 で観察会 を 3 5 回 実

施 し 、 延 59 7 人が参加 し た 。

表 2 ‐ 1 2 平成 1 0年度 自 然観察会実施状況

＼＼＼、 区 分ト
、＼＼ - パ

、＼＼、実施時期

大 山 自 然観察会 山陰海岸 自 炊観察会 大 山 登 山 観察会

実施 日 数 参加人員 実施 日 数 参加人員 実施 日 数 参加人員

春期 ( 5 月 ) 5 日 2 6 人 日 人 日 人

夏期 ( 7 ~ 8 月 ) 2 2 3 0 8 5 1 5 5 1 2 4

秋期 ( 1 0 月 ) 2 8 4

計 2 9 4 1 8 5 1 5 5 1 2 4
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県民参加の森林づ く り 推進事業

森林ボ ラ ン テ ィ ア 団体森 っ 子倶楽部 の 会員 を 対象 と し て 直接 的 な 森林づ く り

の 実践活動 ( 下刈 り 、 間 伐 、 枝打 ち 等 ) を 行 っ た

2 都市 と 農 山 漁村 の 交流 の推進

( 1 ) 都市 農 山 漁村 の交流 、 市民農 園等の 整備

拭山周辺地域観光魅力 向上事荊

｢大 山 山 麓 リ ゾ ー ト 観光推進協議会｣ が取 り 組む観光 ボ ラ ン テ ィ ア ガ イ ド の 募

集 、 情報発信事業 な ど に 要す る 経費 の 一部 を 負担 し た

I山村振興農林漁業対策事荊

農 山村の持つ多面 的機能 を 維持発展 さ せ る た め 、 地域の創意工夫 を 活か し つ つ

総合的視点 に 立 っ た 地域の 活性化 と 定住 を 促進 し た 。

農 山村 と 都市住民 と の ふ れ合い施設整備 1 ヵ 所

‘
‘
‐
‘
1

.
‘
1
1
.
'

‘
1
‘
‘
‘
‐
‐
‘
‐
‐
‐
.
･
･

･
‘
‐
‘
‘

･

川 * l中 山 間地域総合整備事業 (再掲 ) 1

　　

=
3 温泉 の保養 と 活用

( 1 ) 糧泉の保護及び多様な温泉の活用I

県 内 の 源泉 の温泉湧 出 能力等 の状況調査 を 引 き 続 き 行 う と と も に 不法行為 の

防止 に努め た ほ か 、 自 然環境保全審議会 ( 温泉部会 ) の 審議 を 経て 掘削 及 び動

力装置 の設置 に係 る 温泉法 に 基づ く 許可 を 6 件行 っ た

〔重点 プ ロ ジ ェ ク ト 5 ｢ 人 と 自 然の豊 か な ふ れ あ い ｣ 指標か ら み た進捗状況〕

県民一人当 た り 公園面積 、 遊歩道 の延長 と い う 自 然 と の ふ れ あ い の場 の確保の

た め に必要 な 基盤整備 は着実 に 進 ん で い る 。

遊歩道の延長 (km )
200

1 50 1 52

1 00

50

県民一人当たり公園面積 (霜)

1 52 1 86 9

30
25

幻
特

約

26

1 3 1

1 0 9

平成9年度 平成9年度 平成22年度平成1 0年度 平成22年度 平成1 0年度

※ 県民一人当 た り 公 園 面積 ･ ･ 都市公園 、 県立公園 市 町村立公園 、 自 然公園利 用施 設 、 農村公園

等 の 面積

※ 遊歩道 の延長 自 然歩道 、 生活環境保全林遊歩道 な ど県事業で施行す る 遊歩道 の総延長
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第 4 章 すべ て の 主体の参加 に よ る 行動

我 々 の豊 か な 消費生活 は 、 化石燃料等の貴重 な 資源 を 大量 に 消費 す る こ と

に よ っ て 成 り 立 っ て お り 、 県民 、 事業者 、 行政の そ れぞれが 、 環境 に 関 し て

担 う べ き 役割 と 環境保全 に 関 わ る 行動 の意義 を 十分 に 理解す る と と も に 、 し

れぞれ の 立場 に応 じ た公平 な 役割分担の 下 で活動 を 展 開 す る こ と が必要 で あ

る 。 こ の た め 、 環境 に 与 え る 負荷 、 環境か ら 得 る 恵 み な ど に つ い て 、 経済社

会 シ ス テ ム の分野 ご と に そ れぞれの役割 を 明確化 し 、 環境教育 ･ 学習 を 通 し

て 重要性 を 理解 し 各主体が相互 に協力 連携 し た積極的行動 を 促す 。

第 1 節 自 主 的 な 活動 の推進

1 各主体の協力連携体制 の整備

Iボ ラ ン テ ィ ア等社会参加活動推進事翼

イ ン タ ー ネ ッ ト ホ ー ム ペ ー ジ の 充実 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体名 簿 の作成 、 啓発チ

ラ シ の作成 を 行 っ た 。

コ ー デ ィ ネ イ タ ー 、 ア ド バ イ ザ ー 等養成講座 を 開催 し た 。

ボ ラ ン テ ィ ア 団体及 び市 町村等 と の連携強化 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体の 実態 意

識調査 を 実施 し た 。

平成 1 0年 1 1 月 に ｢ い き い き ボ ラ ン テ ィ ア フ ェ ス テ ィ バ ル i n と っ と り ｣ を 開

催 し た 。

環境情報の収集 、 提賞

環境情報の収集 に努め る と と も に 、 環境 白 書 を 作成 配布 し た

2 県民 ･ 事業者 ･ 行政の 自 主 的取組の推進

( 1 ) 環境 に 配慮 し た ラ イ フ ス タ イ ル の確立

階資源 ･ 省 エ ネ ル ギー 運動推進事園

消費者団体 、 事業者及 び行政等 で構成す る ｢省資源 国民運動鳥取県推進会議｣

を 開催 し た 。

｢省 資源 ･ 省 エ ネ ル ギ ー 活動 リ ー ダ ー 研修会｣ を 県 内 3 箇所で 開催 、 延べ

1 5 0名 が参加 し た 。

l と っ と り ア ジ ェ ン ダ2 1普及啓発事園

環境 に や さ し い く ら し 講座 を 県 内 5 会場 で 開催 し 、 延べ 2 8 0名 が参加 し た 。

県 内 の 自 治会 、 事業所で二酸化炭素 の排出 量 を 削 減す る モ デル事業 を 実施 し

た
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平成 1 0年度事業実施箇所 1 0 自 治会 、 39 9世帯計 1 , 4 8 1 名

1 0事業所 、 従業員 計 1 , 0 6 5名

地球環境 フ ェ ス テ ィ バル i n と っ と り 開催事荊

地球環境問題 に 関 す る 講演 、 環境 ミ ュ ー ジ カ ル 各種展示等 を 行 っ た

性活排水対策推進事業 (再掲 ) ｣

( 2 ) 企業 の環境配慮 の推進

l国際環境規格認証取得モ デル企業育成支援事業 (再掲 ) ｣

( 3 ) 行 政の 率先行動 の推進

環境 に や さ し い県庁率先行動事荊

県内 に お け る 大規模 な 事業所 ･ 消 費者 の 立場か ら 、 県 の 各機関が省資源 も 省 エ

ネ ル ギ ー 、 ご み の 減量化 な ど 、 環境 に 配慮 し た事務 を 率先 し て 実践す る 行動計画

と し て 、 平成 1 0年 7 月 に ｢ 当 面 の 率先行動計画 ｣ を 、 平成 1 1 年 3 月 に ｢環境 に や

さ し い 県庁率先行動計画 ｣ を 策定 し 、 実践す る と と も に 担 当 職員研修等 を 通 し

て市 町村 に お け る 取組の促進 を 図 っ た

3 普及啓発 ･ 広 報

環境美化対策推進事荊

9 月 及 び 1 0 月 を 環境美化促進 月 間 と し て 普及啓発用 ポ ス タ ー ス テ ッ カ ー

の作成配布 を 行 っ た 。

陰県公園化構想普及啓発事園

全県公園化写真 コ ン ク ー ル を 実施 し 500点 ( 1 6 3人 ) の 応募があ り 入賞作 品

を 県 内 3 箇所で展示 し た 。

I と っ と り ア ジ ェ ン ダ2 1普及啓発事業 (再掲 ) 1

第 2 節 環境教育 、 環境学習 の推進

1 環境教育 ･ 学習体制 の 整備

( 1 ) 環境教育 ･ 学習 リ ー ダ ー の 養成

t自 然観察指導員設置事剰

自 然体験教室等で 自 然体験 プ ロ グ ラ ム を 企画 、 実施す る 指導者 を 養成す る た め

自 然体験 リ ー ダ ー 養成 ･ 実践 講座 を 実施 し 延べ46人が参加 し た

=
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園境教育推進事圀

身近 な 環境問題 を 研究す る 環境パ ト ロ ー ル の研究発表会 を 開催す る と と も に

環境 ア ドバ イ ザ ー を 延べ 8 回 派遣 し た 。

( 2 ) 環境教育 ･ 学習推進 ネ ッ ト ワ ー ク の 整備

隊ノ 山 自 然ふ れあ い の里整備事業 (再掲 ) -

情少年創造文化拠点整備事圀

県教育委員 会内部 の 関係者で構成す る 青少年創造文化拠点基本構想策定会議 を

設置 し 、 施設整備 の あ り 方 、 施設 の基本的性格 、 機能等 を 検討 し た

直 然科学館管理運営事荊

大 山 自 然科学館及 び山 陰海岸 自 然科学館 を 管理運営 し た ( そ れ ぞれ ( 財 )

自 然公園美化管理財 団及 び岩美町 に 委託 )

( 3 ) 環境教育 ･ 学習 関連の情報 シ ス テ ム 教材 の 整備

総合環境学習 ゾー ン ･ モ デル事園

環境庁実施 の総合環境学習 ゾ ー ン ･ モ デ ル事業 に よ っ て 日 本 地域 と 科学 の

出 合い館 ( 智頭 町 ) に 環境学習器材が整備 さ れ た 。

2 環境教育 ･ 学習 活動 の推進

( 1 ) 環境教育 ･ 学習 の推進 、 環境保全活動 の 支援

環境教育指導資料の作劇

環境教育 を 学校の教育活動 の 中 に位置づ け 、 推進体制整備 に努 め た ま た 小

学校低学年向 け の 環境教育指導資料 を 作成 し た

際境教育推進事翼

小学生 を 対象 に 、 自 分 た ち の 身 近 な ごみ の 問題や 、 川 の 汚 れ等 に つ い て観察 、

研究す る こ と に よ り 、 環境問題へ の 認識 を 高 め る 環境パ ト ロ ー ル を 開催 し た 。

実施時期 平成 1 0年 7 月 ~ 9 月

参加者 9 グ ル ー プ 、 9 8名

発表会 平成 1 0年 1 0 月 に 開催

ま た 、 こ ど も エ コ ク ラ ブヘ の 参加 の呼 びか け を 行 っ た

エ コ ク ラ ブ参加者数 : 1 7 グ ル ー プ 、 2 8 1 名

睨童生徒 に よ る ｢ふ る さ と ク リ ー ン ･ ク リ ー ン 活動｣ 事荊

すべ て の公立学校の児童生徒が全県公園化週 間 の期 間 中 、 学校が所在す る 市 町

村の 海岸 、 河 川 公園 道路 な どの公共的場所の清掃活動 を 行 っ た
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〔 重点 プ ロ ジ ェ ク ト 6 ｢環境 に 配慮 し た ラ イ フ ス タ イ ル ｣ 指標 か ら み た進捗状況〕

こ ど も エ コ ク ラ ブ に つ い て は 平成 1 1 年 6 月 に 環境庁 と 共催で 開催 し た ｢ サ ポ

ー タ ー研修会｣ 夏 に募集 し た ｢環境パ ト ロ ー ル ｣ 1 0 月 開催 の ｢環境 フ ェ ス タ ｣

ほ か各種媒体 に お け る 広報等 の効果で 平成 1 1 年 1 0 月 末現在49 ク ラ ブ に ま で増加

し て い る 。

こ ど も の 頃か ら の 意識啓発の み な ら ず 県民一人 ひ と り が環境への理解 を 深め

環境へ の 負 荷 の 少 な い ラ イ フ ス タ イ ル

に 転換 し て い く た め に 、 環境教育 の 重

要性 は ま す ま す高 ま っ て い る 。

そ の た め に も 、 指 導者 の 育成 、 団体

間 の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り 及 び資機材 の

整備 な ど の 活動支援 を 図 っ て い く 必 要

があ る 。

※ こ ど も. エ コ ク ラ ブ … 環境庁 主催 の 環境活動

に取 り 組 む小 中 学生の ク ラ ブ

こどもエコクラブ参加者数
900

800

700

600

　　 　
300 ^

200

1 00“
206 1

平成平9成年1度。年度 平成22年度

市 町村 の動 き に つ い て は 、 い ち 早 く 鳥取市が ア ジ ェ ン ダ及 び率先行動計画 を 策

定 し 、 平成 1 0年 6 月 に は 境港市が環境基本条例 を 制定 し た 。
アジェンダ等策定市町村数県 で は 、 こ れ ら 市 町村 の 動 向 を 助 長

す る た め 、 平成 1 0年 度 か ら 担 当 者研修

会 を 開 催 し 、 情報提供 や 意見交換 を 行

っ て お り 、 平成 1 1 年 度 に は 米子市が ア

ン エ ン ダ を 策定 、 西伯 町 に お い て は 、

平成 1 1 年 3 月 に 率先行動計画 を 策定 し

た ほ か 、 1 0 0 名 の 町 民 か ら な る 住 民 ワ

ー キ ン グ グ ル ー プ ｢ ク リ ー ン ラ イ フ 西

3

　

平成鞠衆o年度 平成22年度

伯 ｣ が討 。義 の 上 、 町 の 環境行政の あ り 方 に対 し て提言 を 行 う な ど の 広 が り を 見せ

つ つ あ る 。

※ ア ジ ェ ン ダ … 一般的 に持続可能 な 社会構築 た め の 具体的行動指針 の こ と を い う

※ ア ジ ェ ン ダ等策定市町村数 ･ ロ ー カ ル ア ジ ェ ン ダ 率先行動計画等 の 策定 を 行 っ て い る 市町村

数 と し た 。
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エ コ シ ョ ッ プ認定店数 に つ い て は 平成

※ エ コ シ ョ ッ プ… ご み の 減量化や リ サ イ ク ル に 積極的

者 の協力 に よ る ごみ の 減量化 リ サ イ ク ル の 推進 を 目

1 1 年 1 2 月 末 の認定件数で 1 3 3件 と な っ

て い る 。 平成 1 0年 5 月 に 設置 し た ｢ エ

コ シ ョ ッ プ協議会 ｣ の 活動 等 を と お

し て 、 さ ら に 浸 透 を 図 っ て い く 必 要

があ る 。

的 に取 り 組 む小売 り 店 を 認定 し 県民 と 事業

目 指 し た制度

エコシヨツプ認定店数
600

500 500

400

300

200

1 1 8

1 00 46

平成9年度 平成22年度平成 1 0年度
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第 5 章 地球環境保全 に 向 け た 活動 の推進 と 国際交流

地球温暖化 、 酸性雨 、 オ ゾ ン 層 の破壊 な ど地球環境が危機 に さ ら さ れ て お

り 、 地球環境の保全 は 人類共通 の 。果題 で あ る 。 本県 は 日 本海 に 面 し 、 環 日 本

海諸国 の 陸城 、 河 川 や船舶 か ら の 負荷 を 受 け や す い位置 に あ る た め 、 県 内 の

対策 の み な ら ず 、 国 際的 な 共 同取組 を 積極的 に行 う 必要があ る 。 こ の た め 、

地球環境問題 に 関 す る 県土への影響 に つ い て研究 を 推進す る と と も に 経験

と 技術 を 活用 し つ つ 、 国 や他 の 地方公共 団体 、 大学等 と の連携の も と 持続

的発展 を 目 指 し て 地球環境問題 に取 り 組む 。

1 地球温暖化防止対策 の推進

( 1 ) エ ネ ル ギ ー の 節約 、 効率 的 な 利 用 の推進

L鳥取県地球温暖化防止推進計画策定事翹

｢鳥取県地球温暖化防止推進計画 ｣ を 平成 1 1 年 3 月 に 策定 し た

省資源 ･ 省エ ネ ル ギー運動推進費 (再掲 )｣

瞭境共生住宅推進事迩

環境共生住宅 ( 地球環境 を 保全す る た め 、 省 エ ネ ル ギ ー 省資源 ･ 廃棄物処理

の こ と な ど を 考 え た 自 然環境 と 調和 し た住宅及 び周辺環境 ) を テ ー マ に住宅計画

の提案 を 募集 し 、 公 開 ヒ ア リ ン グ 公開 審査で優秀作品等 を 選考 し て 広 く 県民

と 一緒 に 考 え る 機会 を 提供 し た 。

腱設 リ サ イ ク ル推進事業 (再掲u

捧の ま ち と っ と り “推進事翹

間伐材等 の安定供給体制 を 確立す る と と も に 木 の 良 さ を 県民 業界等 に広 く

普及 し 、 県産材 の 需 要拡大 を 促進 し た

腫 コ ス ト 住宅資材普及啓発事業

素材生産か ら 木材加工 、 流通及 び大工 、 工務店 に 至 る 連携連結 の も と 、 一貫 し

た体制 の も と で低 コ ス ト か つ 良質 な 住宅資材 を 供給す る と と も に 消 費者への 普

及活動 を 行 っ た

( 2 ) 新 エ ネ ル ギ ー 、 未利 用 エ ネ ル ギ ー の 利 用 の 推進

県内研究機関連携推進事翔

地域風力 エ ネ ル ギ ー 利用 シ ス テ ム に 関 す る 研究 を 鳥取大学 に委託 し た
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( 3 ) 車利 用 の 見直 し と 低公害車 の 導入

陰共交通機関利用 の促進

第 1 , 第 3 水曜 日 を ノ ー マ イ カ ー デ ー と し て 県職員 を 中 心 に 取 り 組 ん だ

睡公害車の導入促週

環境政策 。果 に ハ イ ブ リ ッ ド カ ー を 導入 し 展示 や利用 を 通 じ て 普及 を 図 っ た

隣境 に や さ し い県庁率先行動事業 (再掲 ) I

I と っ と り ア ジ ェ ン ダ2 1普及啓発事業 (再掲 ) ｣

( 4 ) 地域緑化 の推進

間伐材等流通戦略モ デル事荊

間伐材 を 森林保有者 自 ら 集材 、 製材 し て付加価値 を 高 め る と と も に

直売す る 施設 を 整備 し 、 消 費者 と の 交流 と 県産材 の P R を 推進 し た

間伐材等原木安定供給事翼

消費地 で

集団 的 、 計画 的 な 伐採 を 促進 し 、 原 木 の安定供給確保 を 促進す る と と も に 森

林整備 に対す る 森林所有者 の取 り 組み 意欲 を 喚起 し た

睫林事業 (再掲 ) l

緑化奨励事業 (再掲 ) -

2 オ ゾ ン 層 保 。葭対策 の推進

Iフ ロ ン 回収対策促進事麹

フ ロ ン 回 収協力 店 に よ る 回 収ル ー ト を 整備 ･ 確保 し 、 カ ー エ ア コ ン

型空調機器 、 冷蔵庫 、 ル ー ム エ ア コ ン の フ ロ ン 回 収 を 開始 し た ま た

対 し て 、 回 収 と そ の 費用 負 担の必要性 を 普及啓発 し た 。

轢外線調蛋

県衛生研究所 に お い て 地上 で の 紫外線量の 調査 を 開始 し た

( 平成 1 0年度 ~ 1 4年度 )

3 酸性雨 防止対策 の推進

園球環境汚染物質等調査 (酸性雨調査) ｣

県下 4 地点 で 降水の酸性度 と 成分の 調査 を 実施 し た

酸性雨等森林衰退対策事荊

業務用 大

消費者 に

調査地点 を 1 か所 ( 米子 ) 設定 し て 森林や樹木の 衰退状況の把握 を 引 き 続 き 実

施 し た 。

ま た 、 酸性雨が森林の 衰退 に 及 ぼす影響 を シ ミ ュ レ ー ト す る 健全化 。式験林 の調

査 を 行い 樹種 、 林況 、 立地環境 に応 じ た 具体的対策 の解明 に努 め た
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4 環 日 本海 。者 国 と の 連携強化 と 協力

環 日 本海圏地方政府環境共同取組事荊

平成 9 年 8 月 の 4 地方政府 の合意 に 基づ き 、 韓 国江原 道 と の環境 . 保健研究者

の相互派遣 、 中 国吉林省環境分野研究者の研修受入 、 吉林省 で 開催 さ れ た 環 日 本

海圏地方政府経済協議会予備会議への行政代表者の派遣 、 水環境情報の交換及 び

ホ ー ム ペ ー ジ の作成 、 鳥取大学への水生植物 を 利用 し た水質浄化の委託研究 、 共

同取組の報告書作成 を 行 っ た 。

〔 重点 プ ロ ジ ェ ク ト 7 ｢地球環境保全対策の推進｣ 指標か ら み た 進捗状況〕

温室効果 ガ ス 総排 出 量 に つ い て は 、 平成 7 年度 で平成 2 年度比約 1 3 % 増加 し て

い る が 、 平成 22年度 ま で に 平成 2 年度 レ ベ ル ま で削減す る こ と と し て い る 。

県 と し て は 、 地球温暖化防止推進事業 の 実施 に よ る 県民 、 事業者 の 自 主的 な 排

出 削減 の促進 の ほ か 、 県庁率先行動計画 の推進及 び市 町村等 の温室効果 ガごス 削 減

実行計画策定 推進 の指導等 を 通 じ て 、 目 標達成 の た め に努力 す る 必要があ る

森林蓄積 に つ い て は 、 吸収源 と し て今後 も 着実 に 増加 さ せ て い く 必要があ る

森林蓄積量 (千立方メートル)

6 1

※ 森林 蓄積量 … 平成 2 年 度 以 降 に 植栽 さ れ

た 立木 の材積
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低公害車の普及台数 (台 )
低公害車 の 普及 台数 に つ い て は 、 平

成 1 1 年 4 月 よ り 低公害車 の 取得 に 対す

る 税制 上 の 優遇措置が拡大 さ れ た こ と

や 、 各種補助制度等 に よ り 伸 びて い る 。

今後 も 、 各社 の 参入 に よ る 価格 の 低下

に 加 え て 、 税制 優遇措置 の 充実 な ど も

あ り 、 一段 と 普 及 が進 む も の と 思 わ れ

る 。
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※ 低公害車…従来 の ガ ソ リ ン 車 や デ ィ ー ゼ ル 車 に 比べ て 、 排 出 ガ ス 中 の 汚染物 質 の量 や 騒音が

大幅 に 少 な い 電気 自 動車 、 ハ イ ブ リ ッ ド 自 動車 、 天然 ガス 自 動車 、 メ タ ノ ー ル 車等
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